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料理教室の事例
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料理教室の概要

運営 ：お客様センター

講師 ： ニップンクッキングパートナー53名
（業務委託契約＝消費者）

場所 ：日本製粉本社「ユア・キッチン」

各地の施設、学校ほか

内容 ：パン教室、イタリア料理教室、

親子料理教室、出張講習ほか
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料理教室の歴史

1970年 「ふっくらパン教室」開催始まる

1971年 第１回ふっくらパンコンテスト開催

： 「奥様教室」全国で開催

： スーパータイアップ教室、

： 外部依頼の教室などを開催

2010年 「ニップンクッキングパートナー制度」に変更

2011年 「イタリア料理教室」開催始まる
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ふっくらパン教室

対 象 ： 消費者（東京近郊在住）

参加人数 ： 年間約２８００人

内 容 ： 実習、質疑応答、アンケート

目 的 ： 手作りパンの普及、小麦の啓発活動、
食育活動、ニップンのファンづくり、
お客様の要望を把握



5

講師向け料理教室

対 象 ： クッキングパートナー（消費者）

参加人数：約５０名

内 容 ：料理デモ、商品説明、食の知識
と料理の歴史などの勉強

講 師 ：社外講師、開発部員

目 的 ：商品知識の取得

第3階層への教育
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今後の課題

双方向のコミュニケーションの充実

第３階層への拡大

クッキングパートナーを「食の社外監
査役」としての役割に育てる

各段階の食育教室の充実
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ご清聴を有難うございました



フード・コミュニケーション・プロジェクト

第４回「消費者との対話のあり方」研究会

事例報告「品質管理に対する取組みを伝える」

2011年12月2日
テーブルマーク株式会社
お客様相談センター
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１．消費者との対話窓口

消費者

工場見学
商品

パッケージ

ホーム
ページ

お客様
相談

センター
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２．お客様相談センターの役割

消費者
お客様
相談

センター

電話
メール
手紙

社内情報共有

・お客様からの声は、日報・週報・月報
にて社内に配信

・重大なご指摘案件については即時配信

・商品改善要望書
改善事例についてはＨＰで公表

・お客様の声に基づく改善事例も含め、
マネジメントレビューとして経営会議で
年次報告を実施

年に一度、アンケートで
対応満足度を調査
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３．ホームページの活用

・フードセーフティへの取り組みについて
・フードディフェンスへの取り組みについて
・海外での生産品について

・バーチャル工場見学
商品ができるまでの工程を写真で紹介

・工場見学のご案内
申込みは郵送で受付
申込書はＨＰよりダウンロード可

・冷凍食品
パッケージ表示の見方

・多く寄せられるご質問
・お客様からのご指摘、
ご意見で改善した事例のご紹介

・おいしさ検索
賞味期限を入力することで原料米の
産地や精米日等を調べられる
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４．商品パッケージで

パッケージに生産工場と
主な原材料の産地を明記

※2009年より実施
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５．工場見学

■対象工場：魚沼水の郷工場
■見学プログラム：全工程約９０分

工場概要説明・ビデオ上映
工場見学（パックご飯・冷凍うどん）
試食・質疑応答

■見学実績：約４４０名（２０１１年４～１０月）

■申込み：完全予約制
■特色

製造ラインと平行して設けられたバリアフリーの見学通路（全長１２０ｍ）から
左右のガラス越しに「パックご飯」「冷凍うどん」それぞれの製造過程を間近に見学可能

■今後の課題
他工場の一般工場見学受入を検討中


